
  

全 員 協 議 会 

 

日 時  令和２年９月２４日（木） 

午前９時３０分 

場 所  大会議室 

 

付議事項 

 

１ 議運決定事項について 

   

２ その他 
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第４０、４１、４２回議運決定事項 
 

令和２年９月１１日（金） 

令和２年９月１６日（水） 

令和２年９月２３日（水） 
 

●第４０、４１、４２回議運決定事項 

１ 要望書の取扱いについて 

以下の２件について、新型コロナウイルス感染症対策特別委員会で取り扱

うこととした。 

(1) 要望書（新型コロナ及び熱中症対策について）・・・資料１ 

※９月１７日に審査を行った。 

(2) 要望書（新型コロナウイルス感染症に伴う要望書Ⅲ）・・・資料２ 

２ 陳情書の取下げについて・・・資料３ 

８月２６日に受理した「陳情書（山田伸幸議員の山陽小野田市議会議員政

治倫理条例違反嫌疑及び議会健全化の取り組みについて）」については、陳情

者である樋口晋也様から９月２日に「陳情取り下げ書」が提出されたため、

取下げを認めることとした。 

３ 市議会議員の発言について 

本会議及び委員会については、議長及び委員長の議事整理権により正常化

に努めることとした。また、議員においては、今後も品位を高め、より一層

責任ある発言に努めていただくよう、議長から議員に伝えていただくことと

した。 

４ 委員長の互選について 

会派の解散により議会運営委員の辞任願が提出され、議長が許可をした。

これにより委員長が欠けたため、委員長の互選を行い、指名推選により、長

谷川知司委員が委員長となった。 

５ 副委員長の互選について 

長谷川知司委員が委員長となり副委員長が欠けたため、副委員長の互選を

行い、指名推選により、伊場勇委員が副委員長となった。 

６ 令和２年第３回（９月）定例会に関する事項について 
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(1) 議員提出意見書案の提出について・・・資料４ 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地

方税財源の確保を求める意見書を提出することとした。ついては、全議員

一致の議案として、申し合わせ事項２８により、副議長が提出者、議運の

委員全員が賛成者となり、９月２４日の本会議に上程し、委員会付託を省

略し、即決する。 

(2) 追加議案について 

  執行部から、取り急ぐ案件が生じたため、追加議案を２件提出したいと

の申入れがあり、了承した。議案件名及び付託先委員会名は下記のとおり。 

・議案第９９号 令和２年度山陽小野田市一般会計補正予算（第１２回）

について                     （新型コロナ） 

・議案第１００号 埴生小・中学校整備事業（小学校解体工事）請負契約

の締結について                   （総務文教） 

(3) 会期延長について 

  追加議案審査のため、９月２９日（火）まで会期を５日間延長すること

とした。 

(4) 諸般の報告（行政報告）について 

決算が終了したため、行政報告を受けることとした。 

  ・小野田中央青果株式会社の第３８期及び第３９期事業年度営業報告につ

いて 

(5) 議事日程変更案について 

資料５のとおりとした。 

７ １２月定例会日程（案）について 

資料６のとおりとした。 

８ 山陽小野田市議会基本条例の検証について 

  議会運営委員４名に岡山明議員、水津治議員、藤岡修美議員、宮本政志議

員、山田伸幸議員の５名が委員外議員として加わり、議会運営委員会におい

て検証を行っていくこととした。今後、正副委員長と事務局でスケジュール

を調整することとした。また、検証作業の進行状況は、適宜、全議員に周知

することとした。 
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議員提出意見書案第１号 

 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地

方税財源の確保を求める意見書の提出について 

 

地方自治法第９９条の規定により、次のとおり意見書を提出する。 

 

令和２年９月２４日提出 

 

提出者 山陽小野田市議会議員 矢 田 松 夫 

賛成者 山陽小野田市議会議員 長谷川 知 司 

〃   山陽小野田市議会議員 伊 場   勇 

〃   山陽小野田市議会議員 河 野 朋 子 

〃  山陽小野田市議会議員 髙 松 秀 樹 

 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地

方税財源の確保を求める意見書 

 

新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危

機に直面している。地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度

においても、地方税・地方交付税など一般財源の激減が避けがたくなっている。 

地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫

緊の財政需要への対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政

は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥ることが予想される。 

よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、

下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。 

 

記 

 

１ 地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額

 

資料４ 
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を確保すること。その際、臨時財政対策債が累積することのないよう、発行

額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保すること。 

２ 地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が

適切に発揮できるよう総額を確保すること。 

３ 令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思

い切った減収補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目につ

いても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。 

４ 税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるととも

に、国税・地方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・

拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判断すること。 

５ とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根

幹に影響する見直しは、土地・家屋・償却資産を問わず、断じて行わないこ

と。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異例の措置としてや

むを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものであ

る。よって、今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了すること。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

   令和  年  月  日 

 

                           山陽小野田市議会 



 
令和２年第３回（９月）定例会議事日程 変更（案） 

 

月 日 曜 開議時刻 会議名 摘 要 

９ ２４ 木 

午前１０時 本会議 

・付託案件に対する委員長報告、質疑、討論 

及び採決  

・議員提出意見書案１件を上程、提案理由の 

説明、質疑、討論及び採決  

・議案２件を一括上程、提案理由の説明、質 

 疑及び委員会付託 

・会期の延長について 

本会議終了後 委員会 ・新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 

委員会終了後 委員会 ・総務文教常任委員会 

９ ２５ 金  委員会 ・予備日 

９ ２６ 土  休 会  

９ ２７ 日  休 会  

９ ２８ 月  休 会 ・議事整理日 

９ ２９ 火 午前１０時 本会議 

・諸般の報告（行政報告） 

・付託案件に対する委員長報告、質疑、討論 

及び採決  

・閉会中の調査事項について 

 

 

資料５ 

 



月 日 曜日 日程 備考

１１ １９ 木

２０ 金

２１ 土

２２ 日

２３ 月 （勤労感謝の日）

２４ 火

２５ 水 告示

２６ 木 一般質問通告締切

２７ 金 議運

２８ 土

２９ 日

３０ 月

１２ １ 火

２ 水 本会議初日

３ 木 ２委員会・分科会

４ 金 委員会・分科会

５ 土

６ 日

７ 月 委員会予備日

８ 火 一般質問

９ 水 一般質問

１０ 木 一般質問

１１ 金 一般質問

１２ 土

１３ 日

１４ 月 一般質問

１５ 火 休会（議事整理日）

１６ 水 一般会計予算決算常任委員会

１７ 木 休会（議事整理日）

１８ 金 本会議最終日

１９ 土

２０ 日

２１ 月

２２ 火

２３ 水

２４ 木

２５ 金

令和２年第４回（１２月）定例会日程案
資料６


